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⚫ ぎんが工房 障害福祉サービス（就労継続Ｂ型・生活介護・日中一時） 

⚫ きららベーカリー 障害福祉サービス（就労継続支援 B 型） 
⚫ コスモス障害者支援施設（施設入所支援・生活介護・短期入所・日中一時） 
⚫ コスモス通所 障害福祉サービス（生活介護） 
⚫ びゅー 居宅介護・行動援護・移動支援・日中一時支援 等 
⚫ きらり 放課後等デイサービス 
⚫ 相談室りゅうおう障害児者相談支援・自立生活援助・地域移行支援等 
⚫ 雀のお宿Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 共同生活援助 

⚫ 雀のお宿 認知症高齢者グループホーム 

⚫ おひさま 障害福祉サービス（生活介護） 

⚫ みなぼし 障害福祉サービス（生活介護） 

⚫ らしりば 障害福祉サービス（就労継続支援 A 型） 

⚫ ミラテラス 共同生活援助 

社会福祉法人 ぎんが福祉会 
〒400-0118 山梨県甲斐市竜王 267-3 
TEL 055-278-2266 FAX 055-278-2267 

                  中央市・昭和町障がい者相談支援センター 穂のか相談員   平野 真琴 

私は、中央市・昭和町障がい者支援センターで地域の相談員として勤務しています。０歳から６５歳まで、年齢

や障害種別を問わず、幅広い方の相談を受けています。主な役割は、基幹相談支援センターとしての業務と初期相

談です。基幹相談支援では、国が示す三層構造に基づき、地域の中にある地域課題を把握し、地域資源の開拓や市

町・県への提言を行っています。障害のある方だけではなく、地域で暮らす全ての人にとって住みやすい地域づく

りを目指しています。地域課題を把握するためには、当事者や家族、計画相談員、福祉関係者、地域住民など様々

な立場の方の声を聴き実際の現場を見て感じることが欠かせません。日ごろからアンテナを高く張り、地域の変

化や困りごとをすくい上げるよう心掛けています。初期相談では、障がいのある方ご本人の困りごとや不安、家族

や近隣住民からの相談を丁寧に受け止め、必要な支援につなげていく役割を担っています。 

相談支援の中で特に重要だと感じているのが、「つなぐ」役割です。誰につなぐか、どのようにつなぐかによっ

て、その方の生活や今後の支援の方向性が大きく変わることもあります。一人の相談員だけでその方の人生を支

えることは出来ないからこそ、責任の重さと同時に、専門職としての判断と連携が求められる仕事でもあります。

支援につなげる際には、初期相談の段階から障がい名や診断名等の情報だけで判断せず、その方がどのような生

活を送り、何に困り、何を大切にしているのかを丁寧に聞き取ることを大切にしています。相談者やご家族の言葉

の背景にある思いを汲み取るため、様々な角度から質問を重ね、支援の必要性や方向性を整理していきます。 

  その上で、行政機関や医療・福祉機関、それぞれの専門性や役割を生かした支援チームを作っていきます。人と

人、線と支援を結び、チームとして支えていくこと。その「つなぐ」役割を担えることが、私にとって大きなや

りがいになっています。 

私が日々の相談支援で最も大切にしているのは、当事者本人の思いを中心に支援を考えることです。家族の思

い、相談員の思い、関係機関それぞれ考えがある中で、最終的に軸となるのは、やはり当事者ご本人の気持ちだと

感じています。障がい名や支援制度を先に当てはめるのではなく、「この人はどんな暮らしを望んでいるのか」を

関係者皆で考えていく事が大切だと思っています。 

現場で日々利用者と向き合っている施設職員の皆さんの気づきや実践は、相談支援にとって欠かせないものです。

これからも現場の声を大切にしながら、皆さんと連携をし、地域全体で支える仕組みづくりに取り組んでいきた

いと考えています。 

第 46 号【年 2 回発行】 

地域と人をつなぐ相談支援の役割 

 



 ぎんが工房では、販売時の利便性向上と効率化を目的として、「PayPay」を導入しました。これまでの販売の際

は「現金のみですか？」「PayPay は使えますか？」という声を多くいただき、対応できず購入を見送られるケースも

ありました。こうした課題を改善するため、導入を決定しました。導入のきっかけは、3 年連続で参加している東京

エレクトロンテクノロジーソリューションズ様の社内イベントでの販売です。昨年 12 月の販売が初めての導入とな

り、1日目は売上 59,550円のうち 30,850円、2日目は 75,900円のうち 24,700円が PayPay決済となりました。い

ずれの日も約半数のお客様が利用され、ニーズの高さを実感しました。 

１月 24（土）～25 日（日）にラザウォーク甲斐双葉で開催された第 26 回織のなかま展では、数年の開催により

地域の皆さんにも周知され、2,000 円位のマフラーやバッグが人気でした。クッキーや箸置きなども販売し多くの

皆様にぎんが工房の商品を購入して頂きました。遠方から来てくださった 

方もおり、来年も楽しみにしていますとの声もかけていただきました。その 

際も PayPayを利用された方が全体の 3.5％いました。PayPay導入により 

会計時に現金の受け渡しやミスが減り業務効率の向上にもつながってい 

ます。今後もお客様のニーズや時代に合った支払方法を取り入れることで 

より利用しやすい環境づくりを進めていきたいと考えています。                                                                                                      
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ぎんが工房 

昨年の 9 月 29 日に初めて東京ディズニーランドへ日帰り旅行に行ってきまし

た。朝は 6 時に出発し、ディズニーランド到着は 9 時。滞在時間は約 5 時間でし

たが、皆さんの目的に合わせて、時間を有効に使えるように 1日過ごしました。 

ディズニーランドのチケット入手方法が電子チケットになったことで、アプリから

予約する必要があり、職員も事前に勉強をしていきました。しかし、園内ではハプ

ニングが続き、チケットの予約時点で 1 人 10 枚までしか購入が出来ないため、3

人で申し込みました。実際現地では 4 グループに分かれた為、そこでつまずきま

した。チケットを QR コードから予約をし、事前にプリントアウトした用紙を持参した

人と、スマホに入れて現地で対応する人に分かれました。結果、印刷をした人の

方がスムーズに入れました（例えばカリブの海賊にいざ入ろうとした時点でアプリ

が消えてしまい、急遽別のグループと合流し入ることができました）。まったく、電

子化も便利ではありますが、使いこなせるまでには時間が必要です。 

 利用者の様子はというと…最初にカチューシャを身に着けてから園内を回りた

いと言い、お気に入りの商品を探して購入する人。お土産メインで入園してから買

いたいものが目に入り、限定品のぬいぐるみを買った人。あるいは昼食を摂る時

間がもったいないから軽食で済ませ乗り物メインの人（乗り物は最高 3 つ）。パレ

ードを楽しみにしていて見やすい場所を並んで取る人など様々でした。 

 帰りのバスでは疲れて熟睡する人もいましたが、おそらく幸せな時間を過ごせた

疲れだと思います。今回参加出来なかった人もいた為、「次回は全員でディズニ

ーランドへ行きたいです」と利用者からの感想を頂きました。 
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恒例のおひさま旅行。今年もみなぼしと合同で行いました。 

11月 15日は諏訪ガラスの里、カゴメ野菜ファームへ。 

キラキラのガラス作品を見た後は、野菜ファームで 

新鮮な野菜を使ったコース料理を食べました。 

皆さん「おいしい」と大満足でした。 

11月 29日はリゾナーレ小淵沢、清里へ行き、ピーマン通り 

と清泉寮の散策をしてから萌木の村 ROCKへ。 

大きなカレーや絶品のハンバーグを堪能しました。 

家族へのお土産を真剣に選ぶ姿が印象的でした。 

12月 6日はドンキホーテに買い物へ行き、 

レストランボルドーでコース料理を食べました。 

コース料理のハンバーグは絶品で皆美味しく食べました。 

その後は YATSUDOKIに行き美味しいスイーツも食べました。 

皆さん楽しい時間を過ごせたようで良かったです♪ 

 

おひさま 

みなぼしでは、文化展に出展した作品を事業所内に飾り、「みなぼし展」

を開催しました。期間中は保護者の方々にも見学にお越しいただき、作品

を通して日頃の活動の様子をご覧いただくいい機会となりました。 

また、今回初挑戦のアロマワックスバー作りでは、好きな香りや飾りを選

びながら、それぞれが思い思いの作品を完成させました。完成した作品は

みなぼしの玄関に飾ったほか、持ち帰ってご自宅でも楽しんでいただいて

います。 

1 月下旬には、甲府南消防署へ見学に行きました。職員の方から丁寧な

説明を受け、利用者の皆さんは興味深そうに車両に触れ、間近で見る消防

車の迫力に圧倒されていました。防災について学ぶ、貴重な機会となりまし

た。今後も、利用者の皆さんが安心して楽しみながら参加できる活動を、大

切にしていきたいと思います。 

みなぼし 
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掃除の後は、毎年恒例になった忘年会を開催しました。今

回もビュッフェ形式で、テーブルにはさまざまな料理が並びま

した。セルフで作るチキンバーガーでは、「ソースは多めにし

ようかな」「レタスも入れよう」とアレンジして楽しむ姿が見られ

ました。他にも毎年好評の煮物や、デザートのコーヒーゼリー

にはホイップクリームを添え、好みに合わせて自由にトッピン

グできるようにしました。控えめにのせる利用者もいれば、驚

くほどたっぷりとホイップを重ねる利用者もおり、その様子に

「そんなにのせるの？」と周囲から思わず笑いが起こる場面も

あり、終始和やかで温かな雰囲気に包まれていました。 

また、年明けよりクッキー製造に加え、新たに企業様より委

託を受けてグラノーラの製造が始まりました。決められた手順

を守る大切さを学びながら、責任を持って作業に向き合う利

用者の皆さんの姿がとても頼もしく感じられます。今後も一つ

一つの作業を丁寧に積み重ねながら、安心して任せていた

だける製品づくりを目指してまいります。 

年末に、日頃使用している作業室や共有スペースの大掃除を行いました。一年間の感謝の気持ちを込めて、

それぞれが担当場所を受け持ち、声を掛け合いながら取り組みました。棚の中や窓、細かな備品まで丁寧に

磨き上げ、すっきりとした環境で新しい年を迎える準備が整いました。 

ミラテラスでは年明けに、利用者の皆さんとラザウォークへ初売りに出かけました。事前に「何を買おうか」と

一人ひとりがじっくり考えながら買い物リストを作成し、その準備の時間から楽しみにされていました。当日は

新年らしい華やかな装飾と多くの人で賑わう店内をゆっくり見て回りました。セールでお買い得になった洋服

やくつ下などを購入し、食料品売り場では美味しそうなデザートを発見。自然と笑顔がこぼれ、手に取っては

比べながら納得のいく品を選ばれていました。会計を終えると買い物袋を大切そうに抱え、「買えたよ」とうれ

しそうに見せてくださる姿も見られました。最後はスターバックスでお好みのドリンクを味わいながらひと休み

し、新しい年の始まりを感じる楽しい外出となりました。 

2 月の節分では、恵方巻作りを行いました。具材を

前にすると「どれを入れようかな」と自然と会話が弾

み、それぞれ思い思いの組み合わせで巻いていきま

した。最初は「うまくできるかな」と話されていた利用者

の皆さんも、形よく巻き上がるとほっとした表情をして

いました。今年の恵方を確認すると、皆で同じ方位を

向き、願い事を心に思い浮かべながら静かに一本を

味わいました。恵方巻のあまりの大きさに思わず笑み

がこぼれる場面もありましたが、最後までしっかり食べ

切ることができました。季節の行事を通して一体感を

感じられる、温かな時間となりました。 
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１１月の温暖な気候から一変、１２月は例年通りの寒さになりました。寒暖差が大きくても皆さんが体調を崩さず、

元気に過ごされていることを嬉しく思います。 

今回は日々の日課をご紹介します。まずは『洗濯たたみ』。さすが皆さん経験者、あっという間に仕上げてくださ 

います。そして自分の物はご自分で部屋に片づけてくださいます。たまの入れ違いは、ご愛敬です。 

１０時のお茶の後は・・・レクレーションや創作活動、歌などで楽しまれます。かるたやトランプで最初は楽しく、次 

第に白熱になり・・皆さん真剣なご様子です。 

新年に皆さんが書いて下さった「書初め」は素晴らしい作品となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうすぐ春。外で日光浴をできるようになったら、美味しいものを持ってでかけたいですね。 

    

 雀のお宿では山梨県の補助金を頂き、本館（１号館）の空調設備が一新しました。夕方、皆さんが帰所するまで 

の時間に間に合うようにと、工事の方々も頑張って下さいました。ひと部屋ひと部屋の工事の為、「明日は私の部 

屋だよ」と職員に話してくれる姿がみられました。 

 年が明けて、１月１日のお昼ご飯はおせち料理でした。毎日のご飯は白米ですが、お正月だからと１７名分（高 

齢者を含む）のお赤飯を用意しました。１２合分のお赤飯を用意し、お赤飯が残ったらスタッフが頂こうと話してい 

ましたが、残ることはありませんでした。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〝お赤飯〟が美味しいと話しながら、お代わりして下さった皆様です。 

 「来年は、もう少し多めに用意しようね」と話す職員の顔にも、笑顔がみられました。 

おせち料理



12月 20日にクリスマス忘年会を行いました。しばらくボランティアの方々を招

いての催しができなかったのですが、今年度はマジックショーとギター弾き語り

のボランティアさんをお招きして開催することができました。素晴らしいマジック

と歌に利用者の皆さんは大盛り上がりで通所やびゅーの皆さんも参加され、と

ても楽しまれていました。 

お正月には神社を手作りして新年のお参りをしました。新年の願い事、抱負

をお賽銭に乗せてお祈りしていました。昼食には美味しいおせち料理、午後

のおやつには甘酒が提供され皆さん舌鼓を打たれていました。 

節分には鬼に向かって力いっぱい豆まきをしていただきました。力の入った

豆まきに鬼も思わず「痛い！」と言ってしまうほどでした。厄や災いを振り払っ

て 2026年がより良い一年になればと思います。 
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１月１７日に甲府市太田町にある稲積神社に初詣に行ってきました。新年を迎え、今年は午年ということで、

笑顔あふれる楽しい毎日がコスモス通所へ勢い良く駆け込んでくる年に。最高に「ウマ」くいく一年になります

ようにと願いを込め、「健康・安全・除災招福」の３つを祈願してきました。境内では皆で並び厳かな雰囲気の

中、代表の利用者に玉串拝礼をしてもらいました。初めて祈願を体験した利用者は「こんなに長いとは思わな

かった」と話したり、おみくじを引いたら「末吉だった」方がいたり、お賽銭を持参し参拝をしたりとそれぞれ楽し

まれていました。 

第 28回山梨県障害者文化展で陶芸部の作った作品「陶器のクリスマスツリー」が、知事賞に入選しました。工

夫した所は、土を伸ばして星や雪だるまの形を切り出し、皆で力を合わせて大きなクリスマスツリーにしまし

た。こんな大きな作品は、初めて作ったそうです。 

 

 

 

 

 



今年の冬もとても寒い日が続きましたが、きらりの子どもたちは感染症に注意しながら楽しい冬休みを過ごし

ました。 

12 月 20 日にクリスマス会を開催し、この日に向けて練習したハンドベルで赤鼻のトナカイを演奏したり、ビンゴ

ゲームをしたりして楽しい時間になりました。ビンゴゲームでは一番にビンゴになった子も、お友達がビンゴにな

るまでは数字が読み上げられるとドキドキと緊張した表情で見守っていました。ビンゴになると一緒に大喜びし

ていました。 

冬休みはおやつのチョコレートムース作りをしておなかいっぱいになるまで食べたり、お正月の書初めや手

作りのすごろくで遊んだりしました。 

3月は卒業式があり、きらりでは今年 1名が卒業を迎えます。 

4月からは新たな場所で新生活がスタートしますが、変わらず元気に明るく頑張ってほしいと思います。 
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 今年の冬は寒さが厳しく、インフルエンザも例年以上に大流行しました。びゅーでも体調不良でお休みする

方が多くみられ、職員も体調管理や感染対策に取り組みながら支援にあたりました。11 月には紅葉真っ盛り

の芸術の森公園へ散策に行きました。入り口のイチョウ並木がとても綺麗で、大勢の人が見に来ていました。

風が吹くと上からイチョウの葉が落ちてきて、とても幻想的でした。12 月にはコスモス入所の忘年会があり、び

ゅーの利用者も招待され参加しました。ギター演奏やマジックショーなど沢山の演目があり、楽しい時間を過

ごしました。またコスモス通所のハンドベル演奏にも急遽参加する事になりました。少ない練習時間でしたが、

一生懸命演奏し皆さんに披露する事ができました。そして年が明けて 1 月には甲府市の武田神社へ初詣に

出掛けました。境内は参拝者も少なく、ゆったりお参りする事ができました。昨年の感謝を伝えて、今年も良い

年になる様お願いしてきました。この時期しか味わえない素敵な時間を過ごす事ができ、沢山の思い出を作

ることができました。 

 

おいしくでき

るかな♪ 
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  皆様からのご寄付  社会福祉法人 山梨県共同募金会様より 

いつもありがとうございます。 『デッキオーブン窯』 

（きららベーカリー内で使用）                                

                                                        

 第一生命労働組合甲府支部様より 

『車いす』２台     

  

 

公益財団法人 鈴木道雄 

                           記念財団様より 

『スズキ エブリィワゴン』 

     

 

竜王北中学校様より 

『プランター』４つ 

 

 

 

 

 

☆令和７年度 利用者・保護者からの苦情・要望件数☆ 

一例として 苦情・要望 施設対応・結果 

ぎんが工房 

きららベーカリー 

作業の説明をする際、強い口調で

言われた時があった 

説明をする際は一人一人に寄り添ったわかりやすい声掛けや支援を

するよう職員に周知した 

雀のお宿 
夜、眠れないので部屋の温度を

高くしてほしい 

部屋の温度は職員がその都度ご本人と確認をしながら対応するよう

にした 

  コスモス  入所 紅葉など景色を見に行きたい 希望があれば買い物外出などで対応していく 

コスモス 通所 

休みの連絡などちょっとした連

絡は電話連絡ではない方法を考

えてほしい 

公式ラインアカウントを開設し、休み連絡や送迎時間の変更などを利

用者・保護者とやり取りする他、予定表や献立表、その他のお知らせ

も配信している 

らしりば 

ミラテラス 

夏場、廊下やロビーがとても暑い

ので休憩中も休まらない 

ロビーのほかに資材室と事務所にも朝からエアコンを入れ、廊下まで

涼しくなるよう対応した 
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令和７年度利用者保護者からの苦情・要望件数

施設内環境/整備 処遇 職員の態度・接遇 その他

皆様からの温かなご寄付をいただき、誠にありがとうございます。 

利用者の生活がより良いものになるよう、大切に活用させていただ

きます。改めまして、皆様のご支援に感謝申し上げますとともに今

後とも宜しくお願い致します。 

須田 忠利・栄子   雨宮 緑        

小松 トヨ子     木村 淳子       

久保寺 久      岡部 登美子      

岩島 義男・せつ子  内田 恵美        

大久保 昶      山下 滋夫 

原山 芳秀      土屋 初音 

清水 正       鶴田 幸一郎 

舘岡 精之      大木 久子 

樋口 京子      向山 恵子 

原田 正彦      堀口 崇 

福本 康之      加藤 きわ子 

大塚 茂       畑 日出夫 

アルコ㈱佐藤 正和 

㈱サンキムラヤ・フードバンク山梨 

（敬称略・順不同） 

東日本大震災の発生から今年で 15 年。月日の速さに驚きとあの時の

出来事が思い出されます。施設でも今まで以上に災害・震災について

研修などを通し周知するよう努めております。 

今年度ぎんがフェスティバルが開催され、皆様のご協力のもと無事に

終えることができ感謝申し上げます。今回も記事作成にあたり大勢の

皆様にご協力をいただきありがとうございました。 

                    ≪広報委員一同≫ 


